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ビデオで学ぶ電波について 遠距離通信の始まりはモールス符号

モールス練習機の工作

奈良県電波適正利用推進員協議会



遠距離通信の始まりはモールス符号

モールス符号を発明したのは、アメリカのS・
モールスです。



彼は1832年「電気はどんな

に遠くにでもまたたく間に届
く」という話を聞き、「電線
のある部分で、電線に電気が
流れているかどうかが分かる
仕掛けを作れば、通信をする
ことができる」と考え、電磁
石に電流を流すと鉄片を引き
つけることを利用して、その
力で紙を押し付け、点と線の
くぼみをつけることで、文字
を点と線の組み合わせた符号
に直して通信する方法を考え
出しました。



これが一般に「トン・ツー」と呼ばれた、
「・（短点）」と「－（長点）」を組み合わせ
た、印字式通信の始まりで、この誕生は、電波
が発見され、無線通信が登場する半世紀以上も
前のことです。

1844年5月24日、ワシントン－ボルチモア間約
60kmの電信開通に成功し、実用化の第一歩を踏
み出しました。



日本には安政元年（1854),日米和親条約締結のた
めに二回目の来日を果たしたペリー提督が、アメ
リカ大統領フィルモアーからの徳川幕府への献上
品の一つとして持参されたものが最初とされてい
ます。

黒船と共にやって来た、モールス通信機



横浜で行はれた、日本初の電信公開実験の様子。



1888年H.ヘルツによる電波が発見され、1895

年にはマルコニーによって高電圧の電気をモール
ス符号により断続し、火花放電により電波を発生
して通信する、無線電信機が発明されました。



その後、1905年の国際無線電信条約により、船

舶の遭難救助通信の方法として「タイタニック
号」で有名になったSOSのモールス符号の遭難信
号が決められて以来、1999年GMDSSシステム(海
上における遭難及び安全に関する世界的制度)が

導入されるまでの間、船舶通信の主流としてモー
ルス符号を用いて通信が行われていました。

現在でもアマチュア無線家の間では遠くの世界
各国の局との通信にはモールス符号による電信も
多く使われています。



モールス練習機の工作

モールス符号は短点（・）トンと長点（－）ツーの組
合せで文字を表すことが出来ます。

この符号を電気を使って遠くに送り声の届かないところ
と話が出来るようにしたのが、電信の始まりでした。

この符号は電気の流れを、電鍵（キー）を使って断続
することで送り出します。



モールスの発明ではその電気信号が、受信先の
電磁石に繋がり電気が通るとテープを押し付けて
くぼみをつけることで、テープの上にトン・ツー
の模様が付き、これを読み取って文字に変えて読
み取るように出来ていました。



音響受信機と電鍵（キー）

その後、電気の流れを音に変えて受け取る受
信機なども開発され、電波が発見されるとこれ
を利用して、地球上のはるか遠い所とまで通信
できるようになったのです。



本日は音を使ったモールス練習機を作って、
実験してみましょう。

１．構 造

タクトスイッ
チ

ブザー 基板 端子台 電池ケースと電池 その他

信号を断続する
キー代わりに使用
します。

押すと電気がつな
がり、放すと切れ
ます。

電流の流れてい
るときに音が出
ます。

圧電セラミック
と発信器とで出
来ています。

部品を取り付け
電気の流れをつ
なぎ合わすため
の板です。

他の練習機と電
線によってつな
ぎ、交信する為
の電線のつなぎ
場所です。

この通信機に必要な
電源として、単4型乾
電池2本を使います。

電池ケースにはめ込
みます。

基板と電池
ケースは両
面テープで
貼り付けま
す。

２．回路図



３．基板の配線

錫メッキ線2本を蛇の目基板の寸法に

合わせて折り曲げて、部品の足と半
田付けできるようにして接続してゆ
きます。

またビニール被覆電線も端子、ブ
ザー、キーの足と接続します。



４．電池ケースの接
続

５．基板とケースの貼り
付け

半田付け 両面テープ

電池ケースから出ている赤（＋）と
黒（－）のリード線を半田付けしま
す。

電池ケースの裏面に貼ってある両面テープ
のカバーを外して、基板の裏面を貼り付け
ます。



符号の成り立ち
　一つのモールス符号は、だいたい１から６個の短点又は長点の組み
合わせから出来ています。
　この構成については法令で次のように決められています。　（右表参
照）
[モールス電信の符号の線及び間隔]
　　１．　１線の長さは、３点に等しい。
　　２．　１符号を作る点又は線の間隔は、１点に等しい。
　　３．　２符号の間隔は、３点に等しい。
　　４．　２語の間隔は、７点に等しい。

参考資料 URL：

http://www.tele.soumu.go.jp/kids/break/break1.htm

http://a1club.net/info/CW.htm

モールス符号の成り立ち



スペース

和
文

数
字

英
文

斜線

疑問符

二重線

長音 区切点 下括弧上括弧段落

：

Ｅ

Ｊ

Ｏ

Ｔ

Ｎ

コロン

ダッシュ 左括弧 右括弧マイナス （－ ）

半濁点

ＹＸ

，ピリオド

5

Ｉ

0

Ｄ

Ｓ

］“ ”

コンマ

プラス 引用符

’

／

Ｒ

Ｗ

．

＋

ＭＫ

Ｐ

Ｕ

Ｚ

？

Ｌ

Ｑ

Ｖ

＠

＝

ろ

を

）

Ａ

Ｆ

Ｂ

Ｇ

Ｃ

Ｈ

゜

お

こ

そ

と

の

ほへ

も

よ

（
4

9

3

8

゛

」

濁点

え

け

せ

て

ね

めむ

ゆ

る れ

ゑ

う

く

す

つ

ぬ

ふ

り

ゐ

、

2

7

1

6

い

き

し

ち

に

ひ

みま

や

ら

わ

ん

ー

あ

か

さ

た

な

は

モ
ー
ル
ス
符
号

一
覧



符号

D ― ・ ・
E ・
N ― ・ 
P ・ ― ― ・
A ・ ―
K ― ・ ―
U ・ ・ ―
N ― ・

では、モールス通信をしてみましょう

自分の名前をローマ字又はカナで表に書き込み、そ
の横にモールス符号を記入しましょう。
この符号をモールス練習機のスイッチを押して音に
してみましょう。
友達に聞いてもらい、字に直してもらいましょう。
ちゃんと聞こえていたかな？
ほかの言葉も伝えられるかな？
二つの練習機を電線でつないだら遠く離れていて
も電信で連絡できるよ！！



おさらいです。

おつかれさまでした！
奈良県電波適正利用推進員協議会


